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中塚満郎提出論文内容要旨
 音刺戟によって聴器に種々のelectricrespo且seが発生することが知られている。王
 観的な聴覚の有無並びにその大小を客観的に推察するための示標として,それらのresponse
 の持つ価値は大きいと考えられる。更にそれらのre8P。nseの発生に必要な機槽の存在を裏付
 けるものであるからこれらの於sponseについての研究は聴覚機構を解明するための一手段に
 なると云うことが出来るであろう。聴器の末梢器管である蝸牛内部より誘導されるelectric
 responseとして現在次の如きものが報告されて居る。1)Goohlear皿土crOPhon-
 ics〔qM、)2)WholenerveaG七ionpo七en七ialrA.P,)5)Summ-
 a域ngp“e耽ial〔S.阜)〔Davis〕持続時間の短い音〔ミリ秒単位)で刺戟した
ノノ
 場合,音波形の色絡線と略一致した波形を示す。4)d.c。fall〔Bekesy〕蝸牛内部の
ノノ
 直流電位が音刺戟によって低下する現象で,Bekesyは比較的長い持続時間の刺戟音〔秒単位〕
 .を用いて居り,此の現象は音波形の色絡線と略々一致した成分に,刺戟中増大し刺戟后尚存在し
 て時間の経過と共に消失する成分とを加えた如き波形を呈1するものである。
 上述の如くS.P,とd.o.fallとは,刺戟音波形との関係に於いてそ'の波形に類似性が濃
 厚であウ同種の電位ではなかろうかと云う疑問が起る。両研究者の実験方法の差異並びに現象の
 解釈の椙垂によつて,此の様に一見別種の如き現象として命名され発表されて居るのではあるま
ノノ
 いか,此の現象の解釈のためにDavisはgeロeratOrとして毛細胞を考歯て居り,Beke-
 5yは常時存在する直流電位の変化を挙げている。若し両者が同一の現象であるとすれば,更に
 詳細にこの現象を観察してその発生機構をも検討すべく,次の様な実験を進めた。
 蝸牛の損傷を出来る丈少左ぐするために,微小電極を用いた。電極を正円窓より基礎膜を穿孔
 して中央階の内淋巴控えと進め,対象とする電位の性質上高感度直流増幅暴を使用して,王とし
 て音刺戟による蝸牛内淋巴直流電位の変動を観察した。この結果次の様な成績を得た・
 1)此の電位変動は,内外両淋巴腔に於いて殆ど全ての周波数の刺戟音に対し,その刺戟音の
 長短に拘らず観察されるものである。
 2)内淋巴に於ける変動は,一般に内淋巴直流電位の低下する方向に起るも礎ある。・叉'その経過は,
 著者の使用した音圧r人耳閾値以上90db遙)に於いては,音刺戟の開始と共に直角的に低下
 し,以后凹的な曲線的経過で低下するが,音刺戟終了時には慮角的に上昇し,以后凸的な曲線的
 経過で上昇し,元のレベルに戻るものである。然し正常時に於いて,低い周波数,弱い音圧の刺
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 戟音に対して,時に内淋巴直流電位の上昇することも観察される。この時は音刺戟中の曲線的経
 過は凸的な形を示す。
 5)この現象のlatencyはG.M.と同様に測定不可能な程短い。
 4)その変動値は多ぐの場合弱い音圧に於ては,音圧の上昇と比例して直線的に増加するが,
 約ア5db以上に於いては増加率は減少して非直線的増加を示す。叉刺戟音の周波数の高い程大
 きい変動値を示すことが知られた。
 5)外淋巴腔〔鼓室階)に於ける変動は,内淋巴に於ける変動と鏡像的であり,その値は内淋
 巴に於け'る値の約%である。その経過は刺戟音の周波数によって異り,低い周波数に於いては内
 淋巴のそれと似るが,周波数が高くなるにつれて次第に刺戟音波形の包絡線に略々似た経過を示
 す。
 6)酸素欠乏に依る影響は,内淋巴直流電位の低下に伴い,'音刺戟による電位変動の振巾も略
 々 之に平行して低下する。酸素欠乏が高度になり内淋巴直流電位が外淋巴腔のそれに比し負にな
 る時期に略々門致して,音刺戟による変動も,その偏位の方向が逆転するのが観察された。呼吸
 の再開始により酸素欠乏の状態が恢復する過程に於いては,内淋巴直流電位の恢復に略々平行し
 て既述の電位変動も恢復するのが認められた。但し恢復時に於いて内淋巴直流電位にOversb-
 ooもが認められたが,音刺戟に依る電位変動の振幅にはovers泣ootの傾向は認められなか
 った。
 以上の如き成績を以って推すと,S.P.とd.c.fallの二つの現象はその使用する刺戟音
 並びに増幅器の性質の差左ど舅験条件の差が考舜られるけれども,著者の方法に於いて刺戟音の
 持続時間を次第に短縮して,そのd.c,fallの波形を交流増幅器・を介して観察すると次第に
 S.P.の波形貞と移行し,その間には不連続的な点は認められず,d,c.fallとS.P.とは同
 一の現象を指していると考吏られる。
 更に本現象を考える場合に,この波形が刺戟音の波形によって規定されることなどから神経の
 活動電位とは考えられず,寧ろこの現象はG.M.と似た性質を有するものである様に思われる。
ノノ
 Bekesyはdcfallに対しその名の示す通り,蝸牛内部の直流電位の低下としてこの現象
 を解釈して居り,音刺戟によつてこの直流電位が消耗されるものであろうと考えて居る。然しこ
 の様な考えによつて,太現象を説明するには困難な点が多ぐ存在すると思われる。一方Davis
 はS.P.のGenera七〇rとして毛細胞を考え,negativeS.P.Posihve$.P.を
 区別して,内外両毛細胞がこれの発生に当ると説明している。この仮説をもつて考えると,
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ノノ
 Bek∈syの説明に比較してより多ぐの妥当性を有するものと思われるけれども,未だ理解出来
 ぬ点もあると考えられる。此の様に本現象は多ぐの未解決な問題を含むものであり,叉直ぐにこ
 の現象を王観的な聴覚と結びつけることは無理であるが,音刺戟に応じて内耳にこの様左現象が
 発生することは,事実であり,音刺戟感受機構を解明する手段として,本現象に就いての果す役
 割は少ぐないものと考える。
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審 査
結
果 の 要
凶
日
 著者は8umma七ingPo七6ntia■(S.P.)〔Davi8〕とd、c.fa工1〔Bok臼87〕と
 は刺戟音波形との関係にかいて類似性が濃厚であることに著自し,由来この両者は同種の電位で
 あるに拘らず偶,実験方法が相違した之め従って又現象の解釈の相違によって一見別個の如き現
 象として把握され又命名されるに到ったものてはないかと云う点に疑問を持ち海'瞑を使って実験し
 た。
 即ち著者は微小電極を用い,不関電極に対ずる正円窓膜にお・ける直流電位を零点と決めてこれ
 に対する蝸牛内部の電位を比較測定し,これが音の刺戟によって変動する状態(その経過,音圧
 との関係レ外リンパ並びに内リンパ電位変動の比較,酸素欠乏による影響等、を観察した。
 而して著者の方法にむいて刺戟音の持続時間を次才に短縮して1そのd、c、fa工正肉波形を交
 流増中播を介して観察すると次才にs、只の波形えと移行しえ'の1白」にば不連続ン宝.点は認めらにな
 1ハことからd.c.fa工工とS.P,とは同一の現象を指してい1ると考按した。
 更に本現象を考える場合に,この波形が刺戟音の波形によって規定されること左どから神経の
 活動電位とは考えられず,寧ろこの現象はCMと似た性質を有するもの＼様に思われると述べて
 し(るが,その本態に関し、てはこれを明かにし.得なかった。
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